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研究成果の概要（和文）：  

神経経済学の研究においては、従来、脳機能イメージング法により、意思決定と相関する神経

活動を計測し、経済学的意思決定の過程を分析するという方法が主として用いられてきた。本

研究計画においては、これまでの方法では解明が不可能であった、経済学的意思決定の分子機

構の解明、および神経経済学の理論を拡張するため、心理物理学や量子意思決定理論の枠組み

を採用し、意思決定の神経化学基盤の解明をすすめることができた。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 
Previous neuroeconomic studies employed neuroimaging techniques to examine economic 
decision-making processes in a manner which we can only see neural correlate of decision 
making processes. In this research project, we utilized psychophysical theory and quantum 
decision theory to extend neuroeconomic theories and elucidated molecular mechanism 
underlying economic decision making, which has been impossible by traditional 
neuroeconomic approaches. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 時間割引 
  ①衝動性に関係する時間割引の心理物
理・分子機構は不明であった 

  ②感情が時間割引に与える効果の分子
機構は不明であったが、神経経済学理論の構
築のためには、その分子機構の解明が必要で
あった。 
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(2) リスク下の意思決定 
リスク下の意思決定と、時間割引におけ

る衝動性との関連を担う心理物理過程が不
明であった。 
(3) 社会的意思決定 

社会的意思決定における感情の役割、お
よびその分子機構に未解明の点が多かった。 

 
２． 研究の目的 
(1)時間割引 

①衝動性に関係する時間割引の心理物
理・分子機構の解明をすすめる。 
  ②感情が時間割引に与える効果の分子
機構の解明を行う。 
  
 (2) リスク下の意思決定 
リスク下の意思決定と、時間割引における衝
動性との関連を担う心理物理過程の解明を
理論的にすすめる。またそのため、量子意思
決定論や一般化熱統計力学理論に基づいた
意思決定理論の構築を行う。 
 (3) 社会的意思決定 
社会的意思決定における感情の役割、および
その分子機構の解明を進める。 
３．研究の方法 
＜本研究課題の研究方法について、その具体
的内容を簡潔に記述すること。＞ 
 (1)時間割引 

①衝動性に関係する時間割引の心理物
理・分子機構の解明をすすめるため、テスト
ステロンなどの男性ホルモン、コルチゾール
などのストレスホルモン、また唾液中アミラ
ーゼなどのストレスバイオマーカーを測定
し、時間割引率との関連を調べるとともに、
心理物理学理論を用いた分析を行った。 
  ②感情が時間割引に与える効果の分子
機構の解明を行うため、急性ストレス反応を、
バイオマーカーである唾液中アミラーゼに
よって測定し、急性ストレスが衝動性に与え
る影響の分子機構の解明を行った。 
 
(2)リスク下の意思決定 
リスク下の意思決定と、時間割引における衝
動性との関連を担う心理物理過程の解明を
理論的に進めた。またその過程で、量子意思
決定論や一般化熱統計力学理論に基づいた
意思決定理論の構築を行った。 
   
(3) 社会的意思決定 
社会的意思決定における感情の役割、および
その分子機構の解明を進めるため、神経イメ
ージング法（機能的磁気共鳴法）および、ス
トレスバイオマーカーの唾液中アミラーゼ
の測定を行い、社会的不公平に対する感情反
応の神経分子機構を解明した。さらに、性格
特性や自閉傾向と神経ホルモンとの関連を
分析した。 

 
４．研究成果 
 (1) 時間割引 

①衝動性に関係する時間割引の心理物
理・分子機構の解明をすすめた結果、時間割
引における衝動性は、男性ホルモンであるテ
ストステロンや、ストレスホルモンであるコ
ルチゾール・コルチゾン、またストレスバイ
オマーカーである唾液中アミラーゼなどと
関連すること、またセロトニン系の活動低下
を伴ううつ病において、時間割引の非合理性
が高まっていることが発見された。また、時
間知覚に影響する神経化学要因が、時間割引
も変化させることが示唆された。 
  ②急性的ストレスによって唾液中アミ
ラーゼが上昇すると、時間割引における衝動
性が悪化することが示された。 
  ③肥満の分子神経経済学理論を構築し、
レプチンなどの肥満関連分子が、肥満の神経
経済学的パラメータ（時間割引率やリスク回
避度、確率ウェイト関数など）をどのように
コントロールしているのか考察した。 
④自殺の分子神経経済学理論を構築し、セロ
トニンや、ストレスホルモンのコルチゾール
などが、自殺に関連した神経経済学的パラメ
ータ（時間割引率やリスク回避度、確率ウェ
イト関数など）をどのようにコントロールし
ているのか考察した。 
⑤飲酒習慣が、損失の時間割引と関連するこ
とを見出した。 
⑥時間割引行動における文化差を研究し、ア
メリカ人のほうが日本時よりも時間非整合
性が大きいことを見出した。 
(2) リスク下の意思決定 

①ドーパミン受容体の生物物理学的な
性質によって、リスク回避度が決定されてい
ることが、神経経済学理論による分析で示唆
された。 
  ②確率不明の不確実性下の意思決定に
おける、主観確率の非加法性が、結果が利得
の場合と損失の場合とで異なることが発見
された。 
  ③量子意思決定理論および、一般化熱統
計力学理論に基づいた、不確実性下の意思決
定のモデルの構築に成功した。その結果、合
理的主観確率論の公理の一つである、サヴェ
ッジの sure-thing principle の破れがある
場合（たとえば、囚人のジレンマゲームにお
いて、相手の手が不明の場合）でも用いるこ
とのできる意思決定論や、不確実性下の行動
経済学的意思決定論の創出に成功した。 
 
(3) 社会的意思決定 

①社会的不公平に直面した場合に、研の
感情を担う脳部位である島皮質が活動し、ま
たストレスバイオマーカーの唾液中アミラ
ーゼが上昇することを通じて、その社会的不



 

 

公平を受け入れない決定が行われることが
明らかになった。 
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